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２
０
２
４
年
も
残
り
あ
と
わ
ず
か
と
な
り

ま
し
た
。
出
雲
北
陵
高
校
で
は
今
年
度
も
例

年
通
り
３
年
生
全
体
の
７
割
以
上
の
生
徒
が

進
学
を
希
望
し
、
多
く
の
生
徒
が
志
望
校
合

格
を
決
め
て
い
ま
す
。
進
路
が
決
ま
っ
た
皆

さ
ん
は
、
高
校
生
と
し
て
あ
る
べ
き
姿
を
忘

れ
ず
、
最
後
ま
で
高
校
生
活
を
充
実
し
た
も

の
に
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
年
明
け
に

は
卒
業
試
験
も
あ
り
ま
す
の
で
、
冬
休
み
中

も
し
っ
か
り
と
学
習
に
励
む
と
共
に
、
進
学

先
か
ら
の
課
題
や
進
学
後
の
学
び
に
備
え
て

基
礎
学
力
の
充
実
を
図
っ
て
く
だ
さ
い
。
一

方
、
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
や
一
般
入
学
試

験
を
控
え
て
い
る
皆
さ
ん
に
と
っ
て
は
追
い

込
み
の
時
期
で
す
。
入
試
に
向
け
て
体
調
に

は
十
分
留
意
し
、
万
全
の
状
態
で
、
最
後
ま

で
全
力
で
挑
戦
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
が
暮
ら
す
社
会
は
大
き
な
変
化
の

中
に
あ
り
ま
す
。
技
術
の
進
歩
や
価
値
観
の

多
様
化
、
環
境
問
題
、
そ
し
て
国
際
情
勢
な

ど
、
か
つ
て
な
い
ス
ピ
ー
ド
で
物
事
が
変
わ

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
変
化
の
時
代
に
お
い
て
、

皆
さ
ん
に
と
っ
て
は
多
く
の
選
択
肢
が
広
が

り
、
同
時
に
皆
さ
ん
は
新
た
な
課
題
に
直
面

す
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
未
来

を
生
き
る
皆
さ
ん
に
意
識
し
て
欲
し
い
こ
と

を
伝
え
ま
す
。

１
．
変
化
を
楽
し
む
力
を
持
と
う

　

今
、
Ａ
Ｉ
や
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
進
化
が
私

変
化
の
時
代
を
生
き
る
皆
さ
ん
へ

変
化
の
時
代
を
生
き
る
皆
さ
ん
へ

進
学
指
導
部
長

進
学
指
導
部
長

中
澤
　
　
悟

中
澤
　
　
悟

達
の
生
活
や
働
き
方
を
大
き
く
変
え
て
い
ま

す
。
同
じ
職
業
や
ス
キ
ル
が
一
生
続
く
保
証

は
な
く
、「
変
わ
り
続
け
る
こ
と
」
が
成
功

の
鍵
と
な
る
時
代
で
す
。
恐
れ
る
の
で
は
な

く
、
変
化
を
受
け
入
れ
新
し
い
学
び
を
楽
し

ん
で
く
だ
さ
い
。
Ａ
Ｉ
や
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル

を
活
用
し
て
新
し
い
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
た

り
、「
自
分
が
ど
う
価
値
を
生
み
出
せ
る
か
」

を
考
え
た
り
と
変
化
を
受
け
入
れ
柔
軟
に
対

応
し
、
学
び
を
深
め
て
く
だ
さ
い
。
進
学
す

る
人
も
就
職
す
る
人
も〝
学
び
続
け
る
姿
勢
〞

を
忘
れ
な
い
で
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

２
．
環
境
や
社
会
課
題
に
目
を
向
け
よ
う

　

気
候
変
動
や
資
源
の
枯
渇
、
地
域
格
差
と

い
っ
た
グ
ロ
ー
バ
ル
な
課
題
が
深
刻
さ
を
増

し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
問
題
は
、
皆
さ
ん

が
将
来
生
き
て
い
く
社
会
に
直
接
影
響
を
与

え
ま
す
。
環
境
に
優
し
い
選
択
を
日
々
の
生

活
や
仕
事
で
意
識
す
る
こ
と
も
大
切
に
な
っ

て
き
ま
す
。
皆
さ
ん
が
ど
ん
な
進
路
を
選
ん

だ
と
し
て
も
、
自
分
が
課
題
に
ど
う
貢
献
で

き
る
か
を
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
か

ら
必
ず「
環
境
を
意
識
し
た
働
き
方
」や「
地

域
社
会
へ
の
貢
献
」
が
求
め
ら
れ
る
場
面
が

増
え
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

３
．
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に

　

コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、
人
と
人
と
の
つ
な
が

り
の
重
要
性
が
再
認
識
さ
れ
ま
し
た
。
オ
ン

ラ
イ
ン
で
の
交
流
が
増
え
た
一
方
で
、
直
接

会
っ
て
話
す
こ
と
の
価
値
も
再
確
認
さ
れ
て

い
ま
す
。
社
会
が
ど
れ
だ
け
デ
ジ
タ
ル
化
し

て
も
、
信
頼
や
思
い
や
り
が
最
終
的
に
は
成

功
や
幸
せ
の
基
盤
に
な
り
ま
す
。

　

ど
ん
な
環
境
で
も
人
を
敬
い
、
挨
拶
や
礼

儀
を
大
切
に
し
、
多
様
な
価
値
観
を
尊
重
し
、

皆
と
協
働
で
き
る
力
を
身
に
付
け
て
欲
し
い

と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
時
代
を
生
き
抜
く
ヒ
ン
ト

〇
挑
戦
を
恐
れ
ず
、
一
歩
を
踏
み
出
す
勇
気

を
持
つ
こ
と
。

ど
ん
な
時
代
で
も
、
新
し
い
こ
と
に
挑
戦

す
る
人
が
次
の
未
来
を
創
り
ま
す
。

〇
自
分
の
「
軸
」
を
持
つ
こ
と
。

変
化
が
激
し
い
時
代
で
も
、
自
分
が
何
を

大
切
に
し
、
何
を
成
し
遂
げ
た
い
か
を
は

っ
き
り
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

〇
失
敗
を
恐
れ
な
い
こ
と
。

失
敗
か
ら
学
び
、
次
に
生
か
す
力
が
皆
さ

ん
の
成
長
を
後
押
し
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
未
来
は
、
明
る
く
、
可
能
性
に

満
ち
て
い
ま
す
。
た
だ
、
そ
れ
を
実
現
す
る

の
は
皆
さ
ん
自
身
の
行
動
と
努
力
で
す
。
社

会
が
ど
ん
な
に
変
化
し
て
も
、
自
分
の
力
で

道
を
切
り
開
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
北
陵
生

と
し
て
の
自
信
と
誇
り
を
持
っ
て
、
自
分
の

選
ん
だ
道
を
歩
ん
で
く
だ
さ
い
。

第
19
回
出
雲
北
陵
杯
争
奪
卓
球
大
会

創
立
115
周
年
記
念
事
業

時　

11
月
30
・
12
月
１
日

於　

出
雲
市
総
合
体
育
館

　

出
雲
市
及
び
近
隣
の
小
中
学
校
卓
球
部
員

相
互
の
親
善
と
交
歓
、
技
能
向
上
と
チ
ー
ム

の
強
化
を
図
る
目
的
で
、
第
19
回
出
雲
北
陵

杯
争
奪
中
学
校
卓
球
大
会
が
出
雲
市
総
合
体

育
館
で
開
催
さ
れ
た
。
今
大
会
に
は
男
子
90

名
、
女
子
54
名
が
参
加
し
、
２
日
間
に
わ
た

っ
て
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
今
大
会
の

団
体
戦
は
個
人
戦（
シ
ン
グ
ル
ス
）
の
合
計

ポ
イ
ン
ト
で
争
わ
れ
、
男
子
は
出
雲
北
陵
中

学
校
、
女
子
は
さ
く
ら
組
ジ
ュ
ニ
ア（
山
口
）

が
栄
光
を
手
に
し
た
。
各
試
合
の
結
果
は
次

の
通
り
。

〈
男
子
団
体
〉

優
勝　

出
雲
北
陵
中
学
校

２
位　

Ｍ
Ｔ
Ｃ
鳥
取

３
位　

松
江
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

〈
女
子
団
体
〉

優
勝　

さ
く
ら
組
ジ
ュ
ニ
ア
（
山
口
）

２
位　

松
江
市
立
湖
南
中
学
校

３
位　

松
江
市
立
第
二
中
学
校

　
　
　

出
雲
市
立
斐
川
東
中
学
校

〈
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
〉

優
勝　

前
田
文
汰
（
Ｍ
Ｔ
Ｃ
鳥
取
）

２
位　

住
田
光
亮
（
出
雲
北
陵
）

３
位　

中
司
良
心
（
出
雲
北
陵
）

〈
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
〉

優
勝　

竹
本
悠
奈
（
Ｍ
Ｔ
Ｃ
鳥
取
）

２
位　
吉
井
美
寿
紀
（
さ
く
ら
組
ジ
ュ
ニ
ア
）

３
位　

岸
本
真
采
（
さ
く
ら
組
ジ
ュ
ニ
ア
）

卓　

球　

部

２
０
２
４
年
世
界
ユ
ー
ス
卓
球
選
手
権
大
会

時　

11
月
22
〜
29
日　
　
　
　
　
　
　

於　

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
ヘ
ル
シ
ン
ボ
リ

〈
男
子
団
体
〉
３
位

１
回
戦　

日
本
３

－

０
イ
ラ
ン

準
々
決
勝　

日
本
３

－

０
中
華
台
北

準
決
勝　

日
本
２

－

３
ポ
ー
ラ
ン
ド

○
大
会
総
評

　

小
野
泰
和（
3-5
北陵
）

が
19
歳
以
下
の
日

本
代
表
と
し
て
世

界
ユ
ー
ス
選
手
権

に
参
加
し
た
。
日

本
チ
ー
ム
は
準
決

勝
で
ポ
ー
ラ
ン
ド

に
敗
れ
た
が
、
小
野
自
身
は
出
場
し
た
す
べ

て
の
試
合
に
勝
つ
こ
と
が
で
き
、
大
会
を
通

し
て
自
信
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
回

の
貴
重
な
経
験
を
生
か
し
、
将
来
的
に
は
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
や
世
界
選
手
権
で
メ
ダ
ル
を
獲

得
で
き
る
よ
う
な
選
手
に
成
長
す
る
こ
と
を

願
っ
て
い
る
。

（
顧
問　

古
瀨
泰
之
）



第４７２号　（2）

美　

術　

部

６
年
連
続
18
回
目
と
な
る

全
国
高
校
総
合
文
化
祭
出
品
決
定
！

第
57
回
島
根
県
高
校
美
術
展

時　

12
月
13
〜
16
日　

於　

島
根
県
立
美
術
館

　

全
県
か
ら
294
点
の
応
募
が
あ
り
、
本
校
か

ら
は
22
点
が
入
選
し
た
。
そ
の
う
ち
森
﨑
菜

々
恵
（
2-4 

出一
）
の
絵
画
作
品
「
あ
の
日
の
私

は
」
が
来
年
度
の
全
国
高
校
総
合
文
化
祭
推

薦
作
品
枠
７
点
の
一
つ
に
選
出
さ
れ
た
。 

 

（
顧
問　

石
倉　

正
）

写　

真　

部

「
３
年
の
部
」
４
席
・
奨
励
賞
１
点
、

「
１
・
２
年
の
部
」
奨
励
賞
５
点
受
賞

第
52
回
島
根
県
高
校
写
真
展
審
査
会

時　

12
月
12
日　
　

於　

松
江
工
業
高
校

　

今
年
度
は
本
校
か
ら
24
点
の
特
選
作
品
を

島
根
県
高
校
写
真
展
審
査
会
に
出
品
し
た
。

　
「
３
年
の
部
」
で
は
山
岡
菜
々
（
3-3 

平田
）
の

作
品
「
堕
ち
る
」
が
４
席
に
入
り
、
有
終
の

美
を
飾
っ
た
。
彼
女
の
写
真
に
対
す
る
誠
実

さ
、
ひ
た
む
き
さ
は
３
年
間
を
通
し
て
本
当

に
素
晴
ら
し
か
っ
た
。
顧
問
と
し
て
誇
り
に

思
う
。

　
「
１
・
２
年
の
部
」
で
は
、
残
念
な
が
ら
全

国
高
校
総
合
文
化
祭
５
年
連
続
出
品
は
果
た

せ
な
か
っ
た
。
最
善
を
尽
く
し
て
準
備
し
た

だ
け
に
、
本
当
に
悔
し
い
結
果
と
な
っ
た
が
、

こ
の
結
果
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
部
員
達
と

共
に
ま
た
一
か
ら
再
起
を
図
り
た
い
。
審
査

会
の
結
果
は
次
の
通
り
。

【
３
年
の
部
】

　
〈
４
席
〉

　
　
「
堕
ち
る
」　　
　
　
　

山
岡
菜
々

　
〈
奨
励
賞
〉

　
　
「
傍
観
者
」 

朝
枝
佳
乃（
3-6 

彦東
）

【
１
・
２
年
の
部
】

　
〈
奨
励
賞
〉

　
　
「
変
わ
ら
な
い
も
の
」 

福
島　

和（
2-3 

出三
）

　
　
「
明
日
へ
」 

馬
庭
葵
琳（
2-4 

浜山
）

　
　
「
記
憶
の
続
き
」 

渡
部
麻
華（
2-5 

浜山
）

　
　
「
探
求
者
」 

西
出
み
き（
2-3 

出一
）

　
　
「
視
線
」　　
　
　
　
　

馬
庭
葵
琳

 
（
顧
問　

村
上　

学
）

女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

島
根
県
高
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
イ
ン
ド
ア
選
手
権
大
会

時　

12
月
14
日　
　
　

於　

鹿
島
総
合
体
育
館

優
勝　

杉
谷　

皐（
2-4 

大一
）・
髙
野
愛
未（
2-4 

大一
）

３
位　

落
合　

遥（
1-4 

大社
）・
栗
原
奈
（々
2-5 

松一
）

３
位　
曽
田
珠
凛
亜（
1-3 

大社
）・
森
田
早
貴（
1-4 

大社
）

○
大
会
総
評

　

１
月
の
中
国
選
抜
に
向
け
て
更
に
精
進
し

て
い
き
た
い
。
応
援
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

（
顧
問　

金
森　

快
）

男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

島
根
県
高
等
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
イ
ン
ド
ア
選
手
権

時　

12
月
14
日　
　
　

於　

鹿
島
総
合
体
育
館

２
位　

川
角
光
夢（
2-2 

羽須美
）・
山
下
柊
人（
1-5 

浜一
）

○
大
会
総
評

　

新
人
戦
の
上
位
32
ペ
ア
が
出
場
す
る
大
会

に
本
校
か
ら
は
６
ペ
ア
が
参
加
予
定
で
あ
っ

た
が
、
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
１
ペ
ア
だ

け
の
出
場
と
な
っ
た
。
事
前
の
練
習
も
あ
ま

り
で
き
な
い
中
で
あ
っ
た
が
、
川
角
、
山
下

ペ
ア
が
決
勝
ま
で
進
出
し
準
優
勝
と
な
っ
た
。

年
明
け
の
中
国
地
区
選
抜
大
会
に
向
け
て
、

し
っ
か
り
と
準
備
し
て
い
き
た
い
。

 

（
顧
問　

佐
々
木
雄
志
）

「あの日の私は」森﨑菜々恵

優勝した杉谷・髙野組

男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

出
雲
地
区
高
等
学
校
新
人
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

時　

12
月
14
・
15
日

於　

出
雲
高
校　
　

予
選
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

本
校　

120

－

61　

平　

田

本
校　

94

－

45　

出
雲
商
業

決
勝

本
校　

113

－

61　

大　

社

優
勝（
県
新
人
戦
ベ
ス
ト
４
シ
ー
ド
獲
得
）

○
大
会
総
評

　

全
試
合
に
全
員
が
出
場
し
、
快
勝
し
た
。

来
月
の
県
新
人
戦
に
向
け
守
備
と
リ
バ
ウ
ン

ド
、
ル
ー
ズ
ボ
ー
ル
を
強
化
し
、
魂
の
こ
も

っ
た
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
が
体
現
で
き
る
よ

う
、
こ
れ
か
ら
も
ひ
た
む
き
な
心
を
大
切
に

し
な
が
ら
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
精
進
し
て

い
き
た
い
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
当
日
は
校
長
先

生
を
は
じ
め
、
保
護
者
、
多
く
の
方
か
ら
ご

声
援
い
た
だ
き
、
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

（
顧
問　

手
島
幹
人
）

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

出
雲
地
区
高
等
学
校
新
人
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

時　

12
月
14
・
15
日

於　

出
雲
高
校　
　

予
選
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

本
校　

104

－

42　

出　

雲

ベ
ス
ト
４
シ
ー
ド
権
決
定
戦

本
校　

44

－

99　

出
雲
商
業

ベ
ス
ト
８
シ
ー
ド
順
位
決
定
戦

本
校　

65

－

71　

大　

社

○
大
会
総
評

　

出
雲
商
業
戦
、
大
社
戦
い
ず
れ
に
お
い
て

も
力
が
足
り
ず
、
敗
戦
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

こ
の
悔
し
さ
を
忘
れ
ず
練
習
に
励
み
、
県
新

人
戦
に
臨
み
た
い
。
当
日
は
保
護
者
の
皆
様

か
ら
応
援
い
た
だ
き
、
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。 

（
顧
問　

篠
原
勝
利
）



（3）　第４７２号

陸
上
競
技
部

第
33
回
浜
田
ー
益
田
間
駅
伝
大
会

時　

12
月
８
日　

於　

浜
田
・
益
田

平
田
チ
ー
ム（
３
９
・５
㎞ 
・
８
区
間
）

２
時
間
９
分
25
秒　

８
位

７
区（
６
・５
㎞ 
）

河
原
栄
太（
3-6 

平田
）
20
分
28
秒
・
区
間
８
位

○
大
会
総
評

　

今
年
は
各
地
域
陸
協
が
中
学
生
か
ら
一
般

ま
で
の
男
女
混
成
チ
ー
ム
を
組
み
、
34
チ
ー

ム
が
参
加
し
た
。

　

本
校
か
ら
は
、
平
田
チ
ー
ム
の
一
員
と
し

て
河
原
が
参
加
し
た
。
ゆ
う
ひ
パ
ー
ク
三
隅

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
河
原
は
、
上
り
下
り
の

あ
る
難
コ
ー
ス
を
区
間
８
位
と
快
走
。
チ
ー

ム
の
８
位
入
賞
に
大
き
く
貢
献
し
た
。

 

（
顧
問　

別
所
美
喜
子
）

ダ
ン
ス
同
好
会

第
49
回
島
根
県
高
体
連
ダ
ン
ス
発
表
会

時　

12
月
11
日　
　

於　

島
根
県
民
会
館

　

本
発
表
会
に
ダ
ン

ス
同
好
会
か
ら
部

員
６
名
が
参
加
し
た
。

今
回
は
チ
ア
ダ
ン
ス

の
創
作
に
初
め
て
挑

戦
し
、
部
員
が
決
め

た
テ
ー
マ
『
想
い
を

伝
え
る
Ｊ
Ｋ
』
を
も

と
に
一
か
ら
振
り
を

作
っ
た
。
簡
単
で
は

な
か
っ
た
が
部
員
一
同
懸
命
に
考
え
、
そ
の

結
果
、
素
晴
ら
し
い
も
の
が
で
き
た
。

　

本
番
で
は
、
直
前
ま
で
振
り
や
掛
け
声
を

確
認
し
て
、
北
陵
ら
し
い
活
気
の
あ
る
ダ
ン

ス
を
披
露
で
き
た
。
ま
た
他
校
の
ダ
ン
ス
団

体
か
ら
沢
山
の
学
び
を
得
る
こ
と
も
で
き
た
。

こ
こ
で
得
た
学
び
を
、
今
後
の
活
動
に
還
元

で
き
る
よ
う
部
員
一
同
精
進
し
て
い
き
た
い
。

 

（
顧
問　

水
谷
円
香
）

学
校
開
放
美
術
講
座

時　

11
月
23
日　

於　

本
校
美
術
棟

　

美
術
の
基
礎
で
あ
る
素
描
を
中
心
に
学
ぶ

学
校
開
放
美
術
講
座
を
開
催
し
た
。
本
年
は

中
学
生
を
対
象
と
し
た
講
座
を
行
い
、
参
加

者
は
熱
心
に
約
２
時
間
の
作
品
制
作
に
取
り

組
ん
だ
。
形
態
の
捉
え
方
や
陰
影
の
つ
け
方

な
ど
を
学
び
、
上
達
が
伺
え
実
り
あ
る
講
習

と
な
っ
た
。

　

次
年
度
も
開
催
を
予
定
し
て
い
る
の
で
、

多
く
の
方
に
受
講
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

美
術
・
Ｃ
Ｇ
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス

課
題
制
作
発
表
会

時　

12
月
３
日　

於　

本
校
美
術
棟

　

美
術
・
Ｃ
Ｇ
デ

ザ
イ
ン
コ
ー
ス

３
年
生
に
よ
る

課
題
制
作
発
表

会
が
開
催
さ
れ

た
。４
月
か
ら
８

か
月
間
か
け
て

制
作
し
て
き
た

そ
れ
ぞ
れ
の
卒

業
制
作
を
、
先

生
方
や
後
輩
の

前
で
発
表
し
た
。
長
い
時
間
を
か
け
て
試
行

錯
誤
を
重
ね
た
作
品
を
見
て
も
ら
う
と
共
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
に
込
め
た
想
い
や
工
夫
を

伝
え
ら
れ
た
こ
と
で
、
自
信
と
新
た
な
目
標

を
得
た
様
子
で
あ
っ
た
。

卓　

球　

部

第
78
回
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会　

感
謝
状
贈
呈
式

時　

11
月
19
日

於　

本
校　
　

　

第
78
回
国
民

ス
ポ
ー
ツ
大
会

で
本
校
卓
球
部

が
５
位
入
賞
し

た
こ
と
が
評
価

さ
れ
、島
根
県
ス

ポ
ー
ツ
協
会
か

ら
本
校
に
対
し

て
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
た
。
贈
呈
式
に
は
島

根
県
ス
ポ
ー
ツ
協
会
か
ら
近
藤
一
幸
事
務
局

長
と
福
間
康
二
競
技
ス
ポ
ー
ツ
課
課
長
代
理

に
ご
来
校
い
た
だ
き
、
本
校
校
長
に
感
謝
状

が
授
与
さ
れ
た
。

第
78
回
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

 

優
秀
選
手
・
監
督
・
優
良
団
体
表
彰
式

時　

11
月
25
日　
　
　
　
　

於　

サ
ン
ラ
ポ
ー
む
ら
く
も

　

去
る
11
月
25
日
、
サ
ン
ラ
ポ
ー
む
ら
く
も

に
て
、
第
78
回
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
優
秀
選

手
・
監
督
・
優

良
団
体
表
彰

式
が
行
わ
れ

た
。本
校
か
ら

は
卓
球
競
技

で
５
位
に
入

賞
し
た
古
瀨

泰
之
教
諭
、黒

田
昌
秀（
3-5 

麹町
）、

肖
騏
駿（
2-3 

广雅
）

が
出
席
し
、島

根
県
ス
ポ
ー
ツ
協
会
の
田
部
長
右
衛
門
理
事

長
か
ら
表
彰
状
と
メ
ダ
ル
が
授
与
さ
れ
た
。

一
斉
書
写

一
斉
書
写時　

11
月
29
日

　

学
園
祭
の
開
催
日
の
移
動
に
よ
り
延
期
と

な
っ
て
い
た「
一
斉
書
写
」を
実
施
し
た
。
そ

れ
ぞ
れ
が
し
っ
か
り
と
集
中
し
て
取
り
組
み
、

緊
張
感
の
あ
る
空
間
を
全
員
で
作
り
上
げ
る

こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
雰
囲
気
を
大
切
に
し
、

日
頃
の
授
業
に
も
繋
げ
て
欲
し
い
と
思
う
。



第４７２号　（4）

文
化
講
演
会

文
化
講
演
会

時　

11
月
29
日　
　
　
　

於　

出
雲
市
総
合
体
育
館

　

台
風
の
影
響
に
よ
っ

て
延
期
さ
れ
て
い
た
文

化
講
演
会
を
出
雲
市
総

合
体
育
館
に
お
い
て

実
施
し
た
。
今
年
度

は
吉
本
興
業
所
属
の

CRA
ZY
 CO
CO

様
を

お
招
き
し
、「
中
高
生
に
伝
え
た
い
こ
と
」
を

テ
ー
マ
に
、
夢
や
人
生
で
大
切
に
し
て
い
る

こ
と
な
ど
を
中
心
に
ご
講
演
い
た
だ
い
た
。

　

生
徒
か
ら
の
質
問
コ
ー
ナ
ー
も
実
施
さ
れ
、

た
く
さ
ん
の
生
徒
か
ら
の
質
問
に
一
つ
一
つ

丁
寧
に
答
え
て
い
た
だ
き
、
生
徒
達
に
と
っ

て
と
て
も
有
意
義
な
時
間
に
な
っ
た
。「
人

の
行
動
の
９
割
は
無
意
識
で
あ
り
、
限
ら
れ

た
人
生
の
中
で
意
識
し
て
行
動
す
る
こ
と
が

大
切
で
あ
る
」
と
い
う
言
葉
は
我
々
教
職
員

に
と
っ
て
も
考
え
さ
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ

た
。
ま
た
、
自
身
の
経
験
に
基
づ
い
た
「
失

敗
を
恐
れ
ず
に
色
々
な
こ
と
に
挑
戦
す
る
大

切
さ
」
と
い
う
言
葉
も
中
高
生
に
と
っ
て
大

き
な
き
っ
か
け
に
な
る
も
の
で
あ
っ
た
と
思

う
。

　

こ
の
講
演
会

の
開
催
に
あ
た

り
、何
度
も
日
程

調
整
等
し
て
い

た
だ
い
た
関
係

者
の
皆
様
、都
合

を
つ
け
て
い
た

だ
い
たCRA
ZY
 

CO
CO

様
に
改

め
て
感
謝
申
し

あ
げ
た
い
。有
難

う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

看

護

体

験

看

護

体

験

時　

12
月
11
日　
　
　
　
　

於　

島
根
県
立
大
学（
出
雲
）

　

今
回
の
体
験
を
通
し
て
、
生
徒
達
は
患

者
さ
ん
が
快
適
に
過
ご
せ

る
環
境
を
整
え
る
こ
と
の

重
要
性
を
学
ん
だ
。
細
か

な
配
慮
が
必
要
で
、
責
任

感
や
プ
ロ
意
識
を
実
感
し
、

看
護
の
魅
力
を
更
に
感
じ

ら
れ
た
体
験
と
な
っ
た
。

（
普
通
コ
ー
ス
主
任

　

松
井
仁
志
）

進
学
状
況
（
12
月
13
日
現
在
）

北
陵
生
奮
闘
中
！

　

今
年
度
高
校
３
年
生
は
志
望
進
路
に
向
け

努
力
を
続
け
、
多
く
の
生
徒
が
志
望
校
へ
の

切
符
を
手
に
し
て
い
る
。
大
学
入
学
共
通
テ

ス
ト
や
一
般
試
験
を
受
験
し
て
志
望
校
合
格

を
目
指
し
て
い
る
生
徒
は
、
い
よ
い
よ
最
後

の
追
い
込
み
の
時
期
を
迎
え
て
い
る
。
努
力

の
積
み
重
ね
が
最
後
の
進
路
決
定
に
つ
な
が

る
。
後
輩
の
皆
さ
ん
も
将
来
像
を
描
き
、
日

々
の
取
り
組
み
を
大
切
に
し
て
欲
し
い
。

【
国
公
立
大
学
・
短
期
大
学
】

神
戸
市
看
護
大
学（
看
護
学
部
）・
島
根
大
学

２
名（
教
育
学
部
・
総
合
理
工
学
部
）・
島
根
県

立
大
学
２
名（
看
護
栄
養
学
部
・
人
間
文
化
学

部
）・
公
立
鳥
取
環
境
大
学（
経
済
学
部
）・
周

南
公
立
大
学（
情
報
科
学
部
）・
島
根
県
立
大

学
短
期
大
学
部（
文
化
情
報
学
科
）

【
私
立
大
学
】

早
稲
田
大
学
・
中
央
大
学
・
桜
美
林
大
学
・

神
奈
川
大
学
・
近
畿
大
学
・
大
手
前
大
学
・

大
阪
商
業
大
学
・
京
都
外
国
語
大
学
・
追
手

門
学
院
大
学
・
嘉
悦
大
学
・
帝
塚
山
学
院
大

学
・
天
理
大
学
・
北
陸
大
学
・
神
戸
国
際
大

学
・
大
阪
学
院
大
学
・
広
島
修
道
大
学
・
広

島
文
教
大
学
・
広
島
工
業
大
学
・
広
島
国
際

大
学
・
広
島
経
済
大
学
・
比
治
山
大
学
・
福

山
大
学
・
福
山
平
成
大
学
・
広
島
女
学
院
大

学
・
広
島
都
市
学
園
・
広
島
文
化
学
園
大
学
・

美
作
大
学
・
環
太
平
洋
大
学
・
吉
備
国
際
大

学
・
岡
山
理
科
大
学
・
川
崎
医
療
福
祉
大
学
・

東
亜
大
学
・
大
阪
芸
術
大
学
・
嵯
峨
美
術
大

学
・
武
蔵
野
美
術
大
学　

な
ど

【
私
立
短
期
大
学
】

関
西
外
国
語
大
学
短
期
大
学
部
・
神
戸
女
子

短
期
大
学
・
大
阪
芸
術
大
学
短
期
大
学
部
・

広
島
文
化
学
園
短
期
大
学
・
山
口
芸
術
短
期

大
学　

な
ど就

職

状

況

　

本
校
の
就
職
内
定
率
が
今
年
も
高
い
こ
と

を
誇
り
に
思
う
。生
徒
の
皆
さ
ん
は
、厳
し
い

就
職
活
動
を
乗
り
越
え
、
多
く
の
企
業
か
ら

高
い
評
価
を
受
け
内
定
を
い
た
だ
け
た
。
こ

れ
は
、
本
校
が
１
年
生
か
ら
行
う
き
め
細
か

い
キ
ャ
リ
ア
教
育
と
、
生
徒
の
皆
さ
ん
の
努

力
の
賜
物
と
思
う
。

　

現
在
も
進
学
か
ら
就
職
へ
進
路
変
更
を
し

た
生
徒
さ
ん
が
頑
張
っ
て
い
る
。
就
職
指
導

部
で
は
、
引
き
続
き
生
徒
の
皆
さ
ん
が
安
心

し
て
未
来
を
見
据
え
、
内
定
を
い
た
だ
け
る

よ
う
、
全
力
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
。

新
生
徒
会
長
・
副
会
長
決
定

高校11
月
28
日
、
全
校
生
徒
を
体
育
館
に
集
め

て
の
立
会
演
説
会
を
実
施
し
た
。
４
名
の
生

徒
が
立
候
補
し
、
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
、

応
援
者
も
含
め
演
説
を
行
っ
た
。
今
年
度
は

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
用
い
て
公
約
を
示
す
立

候
補
者
も
お
り
、
限
ら
れ
た
時
間
で
は
あ
っ

た
が
そ
れ
ぞ
れ
に
思
い
を
伝
え
た
。
そ
の
後

短
い
期
間
で
は
あ
っ
た
が
、
立
候
補
者
は
し

っ
か
り
と
選
挙
活
動
を
行
い
、
12
月
５
日
の

投
票
日
を
迎
え
た
。
投
票
は
各
ク
ラ
ス
の
代

議
員
の
指
導
・
監
督
の
も
と
各
教
室
で
行
わ

れ
、
会
長
、
副
会
長
が
左
記
の
通
り
決
定
し

た
。
新
生
徒
会
に
は
引
き
続
き
、
活
気
あ
る

生
徒
会
を
つ
く
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
る
。

生
徒
会
長

　
　
　

落
合　

稀
音（
2-5
木次
）

副
会
長

　
　
　

田
中　

勇
望（
2-2
大一
）

副
会
長

　
　
　

熊
谷　
　

淳（
2-4
斐西
）

新
生
徒
会
三
役
決
定

中学校11
月
28
日
に
生
徒
会
長
立
会
演
説
会
及
び

選
挙
が
行
わ
れ
た
。
立
候
補
者
と
応
援
演
説

者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
熱
く
語
り
、
投
票

者
達
も
そ
れ
を
真
剣
に
聞
く
様
子
が
見
ら
れ

た
。
選
挙
の
結
果
、
左
記
の
生
徒
が
新
生
徒

会
役
員
と
し
て
選
ば
れ
た
。

生
徒
会
長

　
　
　

黒
田　

志
重（
中2
国富
）

副
会
長（
２
年
）

　
　
　

白
根　

洸
太（
中2
稗原
）

副
会
長（
１
年
）

　
　
　

加
藤　

陽
葵（
中1
塩冶
）

議
長

　
　
　

狩
野　

汐
来（
中2
塩冶
）



（5）　第４７２号

中
学
校

卓　

球　

部

第
２
回
島
根
県
中
学
校
新
人
卓
球
大
会

時　

12
月
14
日　
　
　
　

於　

松
江
市
総
合
体
育
館

〈
男
子
団
体
〉
２
位

決
勝
リ
ー
グ

本
校　

３

－

０　

平
田
中
学
校

本
校　

１

－

３　

益
田
中
学
校

本
校　

３

－

１　

松
徳
学
院
中
学
校

○
大
会
総
評

　

心
身
共
に
ま
だ
ま
だ
実
力
不
足
で
あ
っ
た
。

一
つ
一
つ
の
取
り
組
み
を
見
直
し
、
次
の
大

会
に
向
け
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
。

 

（
顧
問　

相
場
翔
太
）

テ

ニ

ス

部

Ｄ
Ｕ
Ｎ
Ｌ
Ｏ
Ｐ
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権
大
会
県
予
選

時　

11
月
23
日

於　

浜
山
公
園

〈
13
歳
以
下
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
〉

１
回
戦
敗
退

○
大
会
総
評

　

以
前
に
比
べ
サ
ー
ビ
ス
・
ス
ト
ロ
ー
ク
に

パ
ワ
ー
が
つ
い
て
き
た
が
、
ま
だ
不
安
定
で

敗
退
し
た
。
今
後
は
安
定
感
の
あ
る
テ
ニ
ス

を
心
掛
け
、
Ｍ
Ｕ
Ｆ
Ｇ
県
予
選
に
向
か
っ
て

欲
し
い
。

Ｍ
Ｕ
Ｆ
Ｇ
ジ
ュ
ニ
ア
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
県
予
選

時　

11
月
30
日　
　
　
　

於　

松
江
総
合
運
動
公
園

〈
15
歳
以
下
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
〉

２
回
戦
敗
退

○
大
会
総
評

　

出
場
し
た
３
人
の
う
ち
、
２
人
は
１
回
戦

突
破
し
、
２
回
戦
で
第
１
及
び
第
２
シ
ー
ド

と
対
戦
し
て
敗
退
し
た
。
高
校
生
を
含
め
県

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
選
手
と
対
戦
し
た
経
験
を

今
後
の
練
習
に
生
か
し
て
欲
し
い
。

 

（
顧
問　

石
川
剛
亘
）

演
奏
会
の
お
知
ら
せ

出
雲
北
陵
高
等
学
校
合
唱
部
ウ
イ
ン
タ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

日　

時
：
12
月
21
日
㈯

　
　
　
　

13
時
30
分
開
場　

14
時
開
演

場　

所　

ビ
ッ
グ
ハ
ー
ト
出
雲 

白
の
ホ
ー
ル

入
場
料　

無
料

出
雲
北
陵
高
等
学
校
吹
奏
楽
部
ウ
イ
ン
タ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

日　

時
：
12
月
28
日
㈯

　

昼
の
部　

13
時
20
分
開
場

　
　
　
　
　

14
時
開
演

　

夜
の
部　

17
時
50
分
開
場

　
　
　
　
　

18
時
30
分
開
演

場　

所　

出
雲
市
民
会
館 

大
ホ
ー
ル

入
場
料　

無
料

出
雲
北
陵
高
等
学
校
Ｏ
Ｂ
吹
奏
楽
団
第
２
回
定
期
演
奏
会

日　

時
：
１
月
５
日
㈰

　
　
　
　

13
時
20
分
開
場　

14
時
開
演

場　

所　

出
雲
市
民
会
館 

大
ホ
ー
ル

入
場
料　

５
０
０
円
（
中
学
生
以
下
無
料
）

に
、
輝
い
て
見
え
る
よ
う
な
選
択
を
自
分
の

意
志
で
で
き
る
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
は
周
囲

の
人
や
物
事
、
課
題
な
ど
に
目
を
向
け
よ
う

と
思
い
ま
し
た
。 

宮
國
蒼
来（
中3 

北陽
）

第
２
回 

合
同
道
徳

第
２
回 

合
同
道
徳

時　

12
月
９
日　
　

於　

北
陵
ホ
ー
ル
他

講
師　

水
谷
厚
志
校
長

　

12
月
９
日
７
限
に
、
水
谷
厚
志
校
長
先
生

に
よ
る
合
同
道
徳
が
行
わ
れ
た
。

　

東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
に
勤
務
さ
れ
る

キ
ャ
ス
ト
に
ま
つ
わ
る
話
か
ら
始
ま
り
、
文

豪
「
武
者
小
路
実
篤
」
氏
に
教
え
を
受
け
た

坂
井
さ
ん
の
「
さ
く
ら
道
」
等
の
講
話
か
ら
、

自
身
の
心
の
持
ち
方
や
相
手
へ
の
関
わ
り
方

を
学
ん
だ
。

【
生
徒
の
感
想
】

　

僕
が
今
回
の
合
同
道
徳
で
印
象
に
残
っ
た

言
葉
は
、「
利
他
の
精
神
」
と
「
人
が
変
わ

れ
ば
言
葉
と
態
度
に
現
れ
る
」
と
い
う
言
葉

で
す
。
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
の
キ
ャ
ス
ト
の

話
か
ら
、
ま
ず
「
利
他
の
精
神
」
と
は
相
手

に
対
す
る
気
遣
い
や
人
の
た
め
に
何
か
を
す

る
こ
と
だ
と
教
わ
り
ま
し
た
。
自
分
自
身
を

振
り
返
っ
て
み
る
と
、
僕
は
こ
れ
ま
で
人
の

た
め
に
動
く
事
は
で
き
て
い
て
も
気
遣
う
こ

と
が
で
き
て
い
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
だ
か

ら
、
こ
の
言
葉
を
意
識
す
る
必
要
が
あ
る
と

思
い
ま
し
た
。
次
に
「
人
が
変
わ
れ
ば
、
言

葉
と
態
度
に
現
れ
る
」
と
い
う
言
葉
で
す
。

こ
の
言
葉
を
聞
い
た
と
き
「
確
か
に
そ
う
だ

な
と
」
納
得
し
ま
し
た
。
小
学
生
の
頃
の
僕

は
や
ん
ち
ゃ
で
言
葉
遣
い
が
悪
か
っ
た
で
す
。

し
か
し
、
中
学
生
に
な
り
、
一
つ
一
つ
の
こ

と
に
真
剣
に
向
き
合
う
よ
う
に
な
っ
て
、
言

葉
遣
い
が
良
く
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
聞
い
た
「
利
他
の
精
神
」
と
「
人
が

変
わ
れ
ば
言
葉
と
態
度
に
現
れ
て
く
る
」
と

い
う
言
葉
を
意
識
し
て
こ
れ
か
ら
生
活
し
て

い
き
た
い
で
す
。 

松
井
竜
翔（
中2 

遙堪
）

人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト

人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト

第
43
回
全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
島
根
県
大
会

出
雲
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
長
賞
受
賞

下
条
莉
子（
中1 

塩冶
）

　

例
年
出
品
し
て
い
る
コ
ン
テ
ス
ト
で
あ
る

が
、
本
校
で
は
初
め
て
入
選
し
、
今
後
の
人

権
擁
護
の
啓
発
と
も
な
る
う
れ
し
い
受
賞
と

な
っ
た
。

校
外
講
師
特
別
講
座

第
2
回

時　

11
月
27
日　
　
　
　
　
　

於　

中
高
棟
ホ
ー
ル　
　
　
　

講
師　

山
陰
中
央
新
報
社
編
集
局

　
　
　

報
道
部　

黒
崎
真
依
様　

　
「
目
の
前
の
人
、
モ
ノ
、
コ
ト
と
向
き
合

う
こ
と
〜
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
〜
」
と
題

し
、
本
校
中
学
校
を
卒
業
さ
れ
、
現
在
は
新

聞
記
者
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
黒
崎
真
依

様
を
講
師
に
迎
え
て
第
２
回
校
外
講
師
特
別

講
座
を
実
施
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
Ｓ

Ｎ
Ｓ
で
世
界
が
広
が
る
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、

も
っ
と
「
目
の
前
の
こ
と
に
大
切
に
向
き
合

う
こ
と
」
が
必
要
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
大
き

な
夢
に
つ
な
が
る
と
い
う
教
え
は
生
徒
達
に

多
く
の
気
づ
き
を
与
え
た
。
黒
崎
様
に
は
ご

多
忙
の
中
、
講
師
を
お
務
め
い
た
だ
い
た
こ

と
に
改
め
て
感
謝
申
し
あ
げ
た
い
。

【
生
徒
感
想
（
抜
粋
）】

　

今
日
の
お
話
を
聞
い
て
私
は
チ
ャ
レ
ン
ジ

を
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。
自

分
の
興
味
が
あ
る
こ
と
や
、
も
っ
と
知
り
た

い
、
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
と
思
え
る
人

は
、
こ
ん
な
に
も
輝
い
て
見
え
る
の
か
と
思

い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
関
心
が
持
て
る
自
分

の
こ
と
や
周
り
の
こ
と
と
向
き
合
う
こ
と
が

で
き
る
人
の
す
ば
ら
し
さ
を
学
び
ま
し
た
。

私
も
い
つ
か
自
分
を
振
り
返
っ
て
み
た
と
き



第４７２号　（6）

か
く
書
き
上
げ
、
先
生
に
見
て
も
ら
う

の
が
よ
い
。
あ
る
程
度
書
け
る
よ
う
に

な
る
ま
で
相
当
時
間
が
か
か
る
。
３
ヶ

月
前
ぐ
ら
い
か
ら
始
め
る
と
よ
か
っ
た
。

・ 

小
論
文
は
受
験
校
に
よ
っ
て
、
傾
向
が

あ
る
程
度
決
ま
っ
て
い
る
の
で
、
早
め

に
過
去
問
を
や
っ
て
、
対
策
を
立
て
て

お
い
た
の
で
、
ほ
か
の
受
験
勉
強
も
十

分
に
で
き
た
。

・ 

小
論
文
対
策
は
、
過
去
問
を
先
生
に
指

導
し
て
も
ら
い
な
が
ら
合
格
水
準
ま
で

仕
上
げ
る
こ
と
を
し
た
。
そ
の
後
は
書

け
る
だ
け
練
習
し
た
。

・ 

小
論
文
は
、
自
分
の
希
望
進
路
に
か
か

わ
る
内
容
や
テ
ー
マ
の
ニ
ュ
ー
ス
や
新

聞
記
事
、
本
な
ど
を
ど
れ
だ
け
読
ん
で

い
る
か
で
、
書
け
る
内
容
の
程
度
が
決

ま
る
。
ヤ
フ
ー
な
ど
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
は

そ
の
日
の
ニ
ュ
ー
ス
が
出
て
い
る
の
で

読
ん
で
お
い
た
方
が
よ
い
。

今月の
 1枚「堕ちる」 山岡　菜々　　（3-3）平田

第51回島根県高校写真展審査会「３年の部」４席作品

ち
ょ
っ
と
早
め
の

　

『
合
格
体
験
記
』

　

め
で
た
く
合
格
さ
れ
た
３
年
生
に
進
学

受
験
に
つ
い
て
聞
い
て
み
ま
し
た
。
１
・

２
年
生
の
皆
さ
ん
の
参
考
に
な
れ
ば
幸
い

で
す
。

①
志
望
校
の
選
定
に
つ
い
て

・ 

自
分
の
希
望
す
る
職
業
か
ら
、
専
門
で

学
べ
る
大
学
を
探
し
て
み
る
と
よ
い
。

・ 

進
学
し
た
い
地
域
も
あ
る
と
思
う
。
私

は
志
望
校
が
地
元
だ
っ
た
の
で
、
早
め

の
受
験
勉
強
が
必
要
。

・ 

資
料
請
求
は
１
年
生
か
ら
で
き
る
の
で

ど
ん
な
学
校
か
、
何
が
学
べ
る
か
、
自

分
に
合
っ
て
い
る
か
を
早
め
に
把
握
し

て
お
く
と
よ
い
。

・ 

学
校
案
内
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
だ
け
で
は
分
か
ら
な
い
の
で
オ

ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
積
極
的
に
参

加
す
る
と
よ
い
。
県
外
は
旅
費
が
た
く

さ
ん
必
要
に
な
る
の
で
、
自
分
の
希
望

と
、
自
分
の
実
力
と
、
資
料
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
の
事
前
調
査
を
し
っ
か
り
し

て
お
か
な
い
と
無
駄
に
も
な
る
。

・ 

１
年
生
の
早
い
段
階
か
ら
、
志
望
校
の

候
補
は
考
え
て
い
た
方
が
よ
い
。
受
験

に
向
け
て
意
識
が
持
て
る
し
、
学
校
の

勉
強
や
自
主
勉
強
に
も
力
を
入
れ
や
す

い
。

・ 

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
行
く
と
、
入

作
品
と
研
究

学
後
の
自
分
の
姿
が
想
像
で
き
る
の
で

ぜ
ひ
行
っ
て
欲
し
い
。
自
分
に
合
っ
て

い
な
い
と
感
じ
た
ら
、
そ
の
学
校
は
や

め
た
方
が
よ
い
。

・ 

自
分
の
し
た
い
こ
と
が
で
き
る
学
校
を

ま
ず
は
と
に
か
く
探
す
こ
と
。

・ 

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
は
３
年
に
な
っ

て
慌
て
て
行
く
も
の
で
は
な
い
。

②
受
験
勉
強
の
開
始
時
期
に
つ
い
て

・ 

高
校
に
入
学
し
て
か
ら
す
ぐ
に
始
ま
っ

て
い
る
。
授
業
を
基
本
に
積
み
重
ね
自

主
的
に
参
考
書
や
問
題
集
を
自
分
で
勉

強
し
て
い
く
こ
と
は
絶
対
必
要
。

・ 

２
年
生
の
進
路
希
望
調
査
に
時
期
が

「
受
験
勉
強
開
始
」
の
最
後
の
チ
ャ
ン

ス
だ
と
思
っ
た
。
３
年
に
な
っ
て
か
ら

始
め
る
の
は
遅
す
ぎ
る
。

・ 

部
活
を
理
由
に
受
験
勉
強
を
し
な
い
の

は
い
け
な
い
。
こ
れ
だ
け
は
毎
日
や
る

と
い
う
こ
と
を
決
め
て
続
け
る
こ
と
が

大
事
。

・ 

志
望
校
の
決
定
が
ギ
リ
ギ
リ
だ
っ
た
の

で
、
必
要
な
対
策
も
ギ
リ
ギ
リ
に
な
り

す
べ
て
が
遅
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
。
受

験
校
を
早
く
決
め
、
早
く
始
め
な
い
と

い
け
な
か
っ
た
。

・ 

合
格
し
や
す
い
の
は
、
学
科
試
験
が
課

さ
れ
て
い
る
入
試
だ
と
思
う
。
総
合
型

で
学
科
試
験
が
使
え
た
ら
と
思
っ
た
。

そ
の
た
め
に
は
、
入
試
で
勝
負
で
き
る

実
力
を
つ
け
て
お
か
な
け
れ
ば
と
思
っ

た
。

③
受
験
勉
強
の
仕
方
に
つ
い
て

・ 

受
験
校
が
決
ま
っ
た
ら
、
と
に
か
く
過

去
問
を
す
る
こ
と
！
自
分
の
実
力
に
合

っ
て
い
る
か
ど
う
か
も
判
断
で
き
る
。

・ 

１
年
生
、
２
年
生
で
も
『
共
通
テ
ス

ト
』
や
『
セ
ン
タ
ー
試
験
』
の
過
去
問

を
早
め
に
一
度
や
っ
て
お
く
こ
と
も
必

要
だ
と
感
じ
た
。

・ 

自
分
の
到
達
度
（
模
擬
試
験
の
結
果
）

を
踏
ま
え
て
、
必
要
な
勉
強
を
計
画
を

立
て
て
す
る
と
よ
い
。
英
語
、
数
学
、

国
語
は
成
績
が
伸
び
る
の
に
と
に
か
く

時
間
が
か
か
る
し
、
時
間
を
か
け
な
け

れ
ば
伸
び
な
い
。
一
番
の
近
道
は
毎
日

す
る
こ
と
の
み
！

・ Y
ouT
ube

を
最
大
限
活
用
し
て
は
ど

う
で
し
ょ
う
。
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ
や

曖
昧
な
と
こ
ろ
が
す
っ
き
り
分
か
る
。

自
分
に
合
っ
たY

ouT
uber

を
見
つ
け

る
こ
と
が
鍵
。

・ 

部
活
が
２
学
期
以
降
も
あ
る
の
が
分
か

っ
て
い
た
の
で
、
帰
宅
以
降
の
時
間
を

早
く
済
ま
せ
、
９
時
か
ら
す
る
よ
う
に

決
め
て
い
た
。

・ 

計
画
を
詳
し
く
立
て
て
、
毎
日
勉
強
し

て
お
く
と
焦
ら
な
く
て
す
む
。

・ 

校
外
の
実
用
英
語
検
定
を
受
け
ら
れ
た

ら
２
級
以
上
を
目
指
し
て
挑
戦
し
て
お

く
と
よ
い
。
２
級
以
上
あ
れ
ば
入
試
で

有
利
に
な
る
学
校
が
結
構
あ
っ
た
。

・ 

得
意
な
教
科
も
、
苦
手
な
教
科
も
、
ま

ず
は
易
し
い
テ
キ
ス
ト
を
一
冊
自
力
で

や
っ
て
み
る
こ
と
を
薦
め
た
い
。

・ 
オ
ス
ス
メ
の
参
考
書
や
問
題
集
な
ど
は

先
生
に
聞
い
て
み
る
と
よ
い
。
良
い
問

題
集
を
紹
介
し
て
も
ら
っ
て
、
確
か
に

実
力
は
つ
い
た
。

・ 

小
論
文
は
過
去
問
を
入
手
し
て
、
と
に


